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することを目的とした。統計解析には、「スポーツ活動に関する全国調査 2012」に回答した 20 歳以上
の成人男女 2,000人のデータを用いた。運動実践者が過去 1年間に実践した最も頻度の高い運動種目を
分類し、それらの運動種目と主観的健康感との関連をロジスティック回帰分析により検討した。欠損値
があった 46 人を除外した 1,954 人を分析対象とした。研究課題 2 では、運動習慣者の日本人成人男性
における運動種目と健康関連体力の関連を横断的に検討することを目的とした。164 人の日本人成人男
性（年齢：45〜80歳）を対象とし、実践した頻度が最も高い運動種目により、対象者を 7つのグループ
（非運動習慣者 48 名、ウォーキング群 38名、ジョギング群 23名、リズム体操群 13 名、ボウリング群





 著者は、各研究課題の結果について次のように述べている。研究課題 1：対象者のうち 1,459 人（74.7%）













慣者と比較すると、ジョギング群は優れた心肺持久力（最大酸素摂取量：45.5 ± 1.1 mL/kg/min）を
有していた。テニス愛好家は柔軟性（立位体前屈：6.8 ± 2.5 cm）、敏捷性（反復横とび：39.8 ± 1.6 
reps.）、バランス（閉眼片足立ち：24.9 ± 3.3 s）、および下肢の筋力（垂直とび = 38.9 ± 1.6 cm）
に優れていた。ジョギング群の体力スコア(0.21 ± 0.68)と体力年齢（46.1 ± 11.2）は有意に優れて
いた。暦年齢と体力年齢の差は、ジョギング群で 13.0 ± 7.5 歳、テニス群で 10.4 ± 5.8 歳、リズム
体操群で 4.6 ± 8.7 歳であり、非運動習慣者（-3.4 ± 7.7 歳）と比べて有意に良好であった。また、



















令和 2 年 1 月 10 日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもと論文について説明を求
め、関連事項について質疑応答を行い、最終試験を行った。その結果、審査委員全員が合格と判定した。 
よって、著者は博士（スポーツ医学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものと認める。 
 
